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罫線を使う場合は、1行分の中心

縦位置図版基準位置（目安）
縦横比率によって、見た目で位置調整
（紙面中央揃えなども検討）

会期：

2023年10月23日（月）
– 11月19日（日）

会場：

美術館展示室2・3、アトリウム2

時間：11:00 - 19:00 
　　　（土・日曜日、祝日、10月27日（金）は10:00 - 17:00）

休館日：水曜日

入館料：無料

主催：武蔵野美術大学 美術館･図書館

協力：武蔵野美術大学 造形学部日本画学科研究室
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西田俊英̶̶不死鳥　
Shunei Nishida̶̶Phoenix Press Release 2023.8.22

上：図版 1.《不死鳥》より「第一章 生命の根源」［部分］2022-23年 紙本・着彩 縦：205.0cm・全長：7000.0cmを目指し、制作継続中 作家蔵
下：図版 2.《不死鳥》より「第二章 太古からの森」［部分］2022-23年 紙本・着彩 縦：205.0cm・全長：7000.0cmを目指し、制作継続中 作家蔵

武蔵野美術大学 美術館･図書館では展覧会「西田俊英̶̶不死鳥」を開催

いたします。

現代日本画壇を牽引する作家のひとりである西田俊英は、湿潤な日本の

風土やヨーロッパの街並みを捉えた風景画、ボルゾイ犬をモチーフとし

た現代的な花鳥画、インド留学が転換期となり描きはじめた人物画など

様々な題材に果敢に挑戦し続けています。確固たる技法に裏付けられた

幻想的な空間表現。日本画の精神性を重んじ、崇高な物語の漂う、新しい

表現を追求しています。

完成すれば縦2.05メートル、全長70メートルに達する巨大日本画《不死

鳥》。人間と自然の森との共生、尽きることのない生命の循環の物語を紡

ぐため、西田は2022年から1年間屋久島に移住し、日々山にわけいって

写生を繰り返しました。本展では、この前人未到ともいえる大作を核に、

西田の原点となる少年時代の作品から、インド留学を経て森羅万象を神

とする日本人の心で、風景や動物、人物や花を愛情深く精緻な筆致で描い

てきた作品群まで、27点を通し50年におよぶ画業の軌跡を追います。
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柱：11Q／ 20H

屋久島をめぐる悠久の物語《不死鳥》。人間と自然の森との共生、尽きることのない生命の循環す

る営みが、１つの展示室の中で一続きの巨大な絵巻物のように展開されます。

全6章で構成される壮大な物語は「序章」の言葉からはじまり、「第一章 生命の根源」では、すべて

の生命の源である一粒の水滴、そこに集う蜘蛛、蜥蜴、蛙、蛇などの様々な生き物たちが繊細な描

写で描かれます。全長7メートルを超える優美な姿で描かれた生命の象徴・不死鳥が飛び立つ様は

圧巻です。「第二章 太古からの森」では、妖精が住う豊かな原生の森の様子が描かれます。透き

通った淵の水鏡やまるで星空のように地面が瞬く闇の森に引き込まれることでしょう。続く「第三

章 森の慟哭」では、豊かな森の伐採がはじまり、巨樹が切り倒されていく苦難の時代が描かれます。

本展では「第三章 森の慟哭」の一部までを展示する予定ですが、物語はその後、「第四章 逃げる精

霊（彷徨う精霊たち）」として、森の棲み家を失い、息を殺して生きている精霊や生き物たちの様子

が描かれ、「第五章 森の再生・命のバトンタッチ」「最終章 森と人のユートピア」として、自然と人

間との共存という結論へ続いていきます。

真摯に取材を繰り返し、樹齢数千年の縄文杉から数ミリの菌従属栄養植物まで、徹底して自然の

あり方と向き合い続けてきた西田が紡ぐ《不死鳥》。島に息づくあらゆる生き物が一体となった「一

木一草全てに神宿る」屋久島の自然に深く触れ、森と対峙した西田が、日本画の特質を生かしなが

ら、変幻自在の日本画に挑戦した軌跡をご堪能ください。

どんなモチーフにも果敢に挑戦し続けた奥村土牛、深い知見と独自の哲学で描いた塩出英雄、二

人の師から受け継いだ精神を胸に研鑽を重ね、あくなき探究心と尽きることのない情熱で、変化

を恐れず、新しい試みに全身全霊で挑み続ける西田俊英の世界をご覧いただきます。

図版 4.《星夜燦々》2001年 紙本・着彩 182.0×364.0cm 郷さくら美術館蔵図版 3.《華鬘》1983年 紙本・着彩
150.0×162.0cm 山種美術館蔵

本展の見どころ

西田俊英̶̶不死鳥
Shunei Nishida̶̶Phoenix

Press Release 2023.8.22

図版 5.《きさらぎの月》2005年 紙本・着彩 182.0×332.0cm 作家蔵 図版 6.《月窓》2014年 紙本・着彩 182.0×364.0cm 作家蔵
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罫線を使う場合は、1行分の中心11Q／ 20H（一番下に揃えて、高さはナリユキ）

西田俊英（にしだ・しゅんえい）

1953年三重県伊勢市生まれ。中学から油絵を学び、高校卒業後に日本画に転向。73年武蔵野美術

大学造形学部日本画学科に入学し、奥村土牛、塩出英雄に師事。在学中の75年再興第60回院展で

初入選後、83年第7回山種美術館賞優秀賞、84年第4回東京セントラル美術館日本画大賞受賞。

93年文化庁在外研修員として1年間インド留学。再興院展で研鑽を重ね、95年日本美術院賞（大観

賞）・第1回足立美術館賞、96年奨励賞・第2回天心記念茨城賞、97年日本美術院賞（大観賞）、

2002年文部科学大臣賞、05年内閣総理大臣賞、06年第12回足立美術館賞、12年第18回MOA岡

田茂吉賞絵画部門大賞、14年第10回春の足立美術館賞、17年日本芸術院賞など多数受賞。現在は

日本芸術院会員、日本美術院同人・理事、武蔵野美術大学造形学部日本画学科教授、広島市立大学

名誉教授。

プレス用図版をご希望の方へ ：
下記の注意点をご参照の上、ご希望の図版番号と、必要事項を Eメールにてお知らせください。
（お名前、ご所属、電話番号、Eメール、媒体名、掲載号、発行予定日、コーナータイトル）
掲載図版が 1点のみの場合は図版 1をお送りします。 
2点以上の場合は、図版 1＋ご希望の図版をお送りします。
指定のクレジットを必ず明記してください。 
原則的には図版のトリミング、部分使用、文字載せはご遠慮ください。
掲載内容確認のため、発行前に PDF等でレイアウトをお送りください。
紙媒体は掲載見本のご寄贈（掲載ページの PDF 可）、ウェブ媒体は掲載ページの URL お知らせを
お願いします。

お問い合わせ先：
武蔵野美術大学 美術館･図書館
東京都小平市小川町 1-736
tel: 042-342-6003  fax: 042-342-6451
https://mauml.musabi.ac.jp

美術館広報担当（井上、内田）
mail: prmsm@musabi.ac.jp
展覧会担当（佐伯）
mail: prmsm@musabi.ac.jp

・

・

・
・
・
・
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トークイベント①特別対談

日時：10月23日（月）15:00－16:30

出演：土方明司（川崎市岡本太郎美術館館長 /武蔵野美術大学客員教授）、西田俊英

会場：美術館ホール

トークイベント②特別鼎談

日時：11月6日（月）16:40－18:00

出演：野地耕一郎（泉屋博古館 分館長）、土屋礼一（日本画家）、西田俊英

会場：美術館ホール

関連イベント

作家紹介


